
　
カ
ル
タ
に
手
を
伸
ば
す
女
の
子
の

元
気
な
声
が
港
小
学
校（
夕
陽
ケ
丘

22
ー
１
）の
体
育
館
に
響
き
ま
す
。12

月
上
旬
、同
校
の
放
課
後
子
ど
も
教

室
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
、１
月
に
開

か
れ
る
港
地
区
郷
土
い
ろ
は
カ
ル
タ

大
会
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、地
域
に
伝
わ
る
お
正

月
の
行
事
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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地
域
の
魅
力
が

詰
ま
っ
た

カ
ル
タ

郷
土
愛
を
育
ん
で

　

市
内
に
は
、
地
域
ご
と
に
、
代

表
的
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど

を
題
材
に
作
ら
れ
た
郷
土
カ
ル
タ

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
港
地
区
に
も
、
地
域
住
民
の

手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た「
郷
土
い

ろ
は
カ
ル
タ
」が
あ
り
ま
す
。

　

読
み
札
の
句
は「
陸お

か
じ
よ
う
き

蒸
気 
走
っ

て
さ
び
れ
た
須
賀
湊

み
な
と
」「
頼
朝
の

馬
が
と
び
こ
む
馬
入
川
」な
ど
、

港
地
区
に
伝
わ
る
歴
史
な
ど
を
詠

ん
だ
も
の
。
句
は
地
域
の
住
民
か

ら
募
集
し
、
絵
札
は
港
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ
ま

し
た
。
同
地
区
で
は
、
昭
和
55
年

か
ら
小
学
生
を
対
象
に
し
た
郷
土

い
ろ
は
カ
ル
タ
大
会
を
毎
年
開
催

し
て
い
て
、
今
年
は
１
月
19
日

（
日
）に
開
か
れ
ま
す
。

　

大
会
を
控
え
た
12
月
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
各
所
で
練
習
を
重
ね

て
い
ま
し
た
。
港
小
学
校（
夕
陽

ケ
丘
22
―
１
）の
放
課
後
子
ど
も

教
室
で
も
、
体
育
館
の
床
に
敷
か

れ
た
ご
ざ
の
上
に
輪
に
な
っ
て
座

り
、
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
む
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

読
み
手
が
句
を
読
み
上
げ
る
と
、

間
髪
入
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
手

が
札
へ
と
伸
び
ま
す
。
港
小
学
校

の
各
ク
ラ
ス
の
教
室
に
は
、
郷
土

い
ろ
は
カ
ル
タ
が
置
い
て
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
の
句
を

覚
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
カ
ル
タ
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
に
郷
土
愛
や
礼
儀
作
法
を
養
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」と
話
す

の
は
、
港
地
区
青
少
年
を
守
る
会

の
山
口
恵よ

し
の
ぶ信
会
長（
右
写
真
）。

同
会
は
カ
ル
タ
大
会
を
主
催
し
て

い
る
ほ
か
、
日
頃
か
ら
地
域
の
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

カ
ル
タ
大
会
に
は
も
う
一
つ
大

き
な
目
的
が
あ
る
と
語
る
山
口
会

長
。「
カ
ル
タ
大
会
に
は
、
地
域
活

動
に
関
わ
る
大
人
を
来
賓
と
し
て

大
勢
呼
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
に
紹

介
す
る
ん
で
す
。
お
互
い
に
顔
を

覚
え
て
も
ら
う
こ
と
が
、
地
域
で

の
見
守
り
強
化
と
子
ど
も
た
ち
の

安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
に
は
運
営
の
手
伝

い
と
し
て
、
毎
回
中
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
中
学
生
た
ち
も
小
学
生
だ
っ
た

時
に
カ
ル
タ
大
会
に
出
場
し
、
郷

土
カ
ル
タ
に
親
し
ん
だ
子
ど
も
た

ち
。
山
口
会
長
は「
大
会
に
は
多

い
時
は
300
人
以
上
が
参
加
す
る
の

で
、
毎
年
開
催
す
る
の
は
大
変
で

す
。
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
を

地
域
全
体
で
育
て
て
い
く
た
め
、

長
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
タ
に
触

れ
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、
同

時
に
競
技
を
通
じ
て
忍
耐
力
や
集

中
力
、
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
な

ど
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
た
ら
い

い
で
す
ね
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　皆さんのお正月の楽しみは何ですか。栗き
んとんにだて巻き、数の子など、お正月の食
卓を飾るおせち料理を心待ちにしている方も
多いのではないでしょうか。
　11月30日、崇善公民館（見附町１―８）の調理
室で「簡単！　おせち料理教室」が開かれまし
た。講師を務めたのは、市内の公民館を拠点
に食を通した健康なまちづくりを推進する活
動をしている、市食生活改善推進団体のメン
バーです。地域に住む小学生と保護者を対象
にした同教室には７組15人の親子が参加。プ
チだて巻き・紅白甘酢あえ・コロコロきんと

ん・ちらしずし・お煮しめなど、家庭でも簡
単に作れるおせち料理づくりにチャレンジし
ました。
　小学校５年生の娘・すももさん、１年生の息
子・海

み
雄
お
くんと一緒に参加した、李

り
絵
え
里
り
子
こ
さ

んは「年末年始の忙しい時期、家で子どもと
一緒におせちを作るのは難しいので、体験さ
せてあげることができて本当に良かったで
す」と話します。海雄くんは、自分で作った
おせちのおいしさに思わず笑みをこぼしなが
ら「自分で作ったからすごくおいしかった。
家でも作ってみたい」と意気込んでいました。
　「最近は家でおせちを作る家庭が減ってき
ています。でも、日本の伝統の味を子どもた
ちにも知ってもらいたいですよね」と話すの
は同会の会長を務める、江原洋美さん。同会
のメンバーとして10年以上にわたり活動して
います。「この教室はここ数年地域を変えなが

ら毎年開催しています。参加した子どもたち
に感想を聞くと『家でお父さんにも作ってあ
げたい』などと言ってくれます。レシピも簡
単なので、おうちで作って、家族そろってお
せち料理を味わってもらえたらうれしいです
ね」とほほ笑みます。

参
加
者
に
指
導
す
る
江
原
会
長（
左
）

お
せ
ち
料
理
を
食
べ
て
笑
顔
を
見
せ
る

海
雄
く
ん（
左
）と
絵
里
子
さ
ん

ってみよう！簡単おせち
教室で作ったプチだて巻きの作り方を紹介します。

材料（2人分）
卵　　　　1個
はんぺん　５０㌘
砂糖　　　小さじ２杯
塩　　　　ひとつまみ
だし汁　　大さじ１杯
油　　　　適量

①はんぺんをよくつぶします。
②卵を割って、砂糖・塩・だし汁を入
　れ、①と一緒によく混ぜます。
③フライパンに油を引き、②を流し入
　れて中火で焼きます。
④きつね色に焼けたら、裏返して同じ
　ように焼きます。
⑤アルミホイルにのせて巻いたら両
　端をねじり、冷まします。
⑥食べやすい大きさに切ったら出来上
　がりです。

句が読まれると、わ
れ先にと手を伸ばす
子どもたち

お正月の行事を楽しもう

問
　
社
会
教
育
課
☎
35
︱
８
１
２
３

親子で一緒に
手作りおせち

　おせち料理やお年玉に、たこ揚げ・羽根つきといった遊びなど、お正月ならではの行事を
楽しみにしている方も多いのではないでしょうか。平塚には、地域で受け継がれ、親しまれ
ているさまざまな正月行事があります。

食べやすい一口サイズの
だて巻きです

作
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11
月
９
日
、
よ
く
晴
れ
た
空
の
下
、
神
奈
川
大

学
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス（
土
屋
２
９
４
６
）

で
開
か
れ
た
谷
戸
田
の
里
山
祭
。
昔
な
が
ら
の
き

ね
と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

散
策
な
ど
が
楽
し
め
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

回
で
15
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
昔
は
年
末
に
な
る
と
ど
こ
の
家
庭
で
も
当
た

り
前
に
餅
つ
き
を
し
て
い
ま
し
た
。
い
ま
の
子
ど

も
た
ち
に
も
、
そ
う
い
う
昔
な
が
ら
の
体
験
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」と
話

す
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
指
導
す
る「
里
山
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
会
」で
副
会
長
を
務
め
る
、
小
清
水

茂
さ
ん
。
土
屋
地
区
な
ど
で
、
失
わ
れ
か
け
て
い

る
里
山
の
自
然
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
親
子
連
れ
を
中
心
に
104
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
同
会
の
メ
ン
バ
ー
の
指
導
の
下
、
子
ど

も
た
ち
は
、
扱
い
慣
れ
な
い
き
ね
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
餅
つ
き
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
稲
わ

ら
で
作
っ
た
縄
を

使
っ
た
縄
跳
び
な
ど

の
昔
遊
び
も
あ
り
、

澄
み
渡
っ
た
空
に
子

ど
も
た
ち
の
笑
い
声

が
響
き
ま
し
た
。

　
「
普
段
は
子
ど
も
の
少
な
い
地
域
な
の
で
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
笑
顔
を

見
ら
れ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
ね
」と
目
を
細

め
る
小
清
水
さ
ん
。「
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ

た
時
に
、
昔
餅
つ
き
を
し
た
な
と
い
う
記
憶
が
少

し
で
も
残
っ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
あ

げ
ら
れ
る
機
会
を
作
る
た
め
、
会
の
活
動
を
長
く

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　

家
族
４
人
で
参
加
し
た
時
枝
多
恵
さ
ん
は
、
毎

年
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
言

い
ま
す
。「
今
は
餅
つ
き
を
す
る
機
会
が
少
な
い
の

で
、
子
ど
も
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
餅
つ
き
を
し
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
ん
で
す
よ
」と
ほ
ほ
笑

み
ま
す
。
娘
の
美み

桜お

さ
ん
は「
お
餅
が
つ
け
て
楽

し
か
っ
た
し
、
外
で
食
べ
る
お
餅
は
お
い
し
い
」

と
無
邪
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　お正月の遊びと聞いて、思い浮かぶのは何でしょうか。羽根つ
きに福笑い、だるま落としなど、皆さんの子どもの頃の記憶に残っ
ている正月遊びはたくさんあると思います。その中でも、たこ揚
げに熱中した思い出がある方も多いのではないでしょうか。

　横内地区では、12月21日に親子でた
こ作り講座が開かれ、参加した21人の
親子が思い思いのたこを手作りし、た
こ揚げを楽しみました。指導したのは、
横内地区で活動している平塚家

か
紋
もん
凧
だこ
保

存会。横内地区には、初孫が生まれる
と家紋と名前が入った「家紋凧」と呼ば
れるたこを作って揚げる風習がありま
す。この家紋凧を伝える活動をしてい

る同会は、平成27年から５月の節句や年末の時期などに、公民館
でたこ作り講座を開いています。
　「13年前に子どもが生まれたことをきっかけに会に入りました。
自分が生まれた時も家紋凧を作ってもらったので、子どもにも
作ってあげたかったんです」と話すのは同会の野呂善久さん（左上
写真）。同会１番の若手として活躍しています。
　テレビゲームなどで遊ぶ子どもが増えている現代だからこそ、
昔の遊びに親しんでほしいと力を込める野呂さんは「手を動かし
て、工夫して自分たちで作ったたこを揚げるという体験を今の子
どもたちにもしてほしいですよね。
これまで参加した子どもたちも、
自分が作ったたこが空高く揚がる
と『見て！ 揚がった揚がった！』と
みんな興奮しています。ゲームと
違って手に直接伝わってくる感覚
も楽しいみたいですね」と笑顔を見
せます。「自分が子どもの頃にたこ
作りやたこ揚げを教えてくれた人
たちが今でも会で活動しています。
その思いを引き継ぎ、これからも
長く活動していきたいですね」。
　親戚があつまるお正月、皆さん
も童心に返り、子どもたちと一緒
にたこ揚げを楽しんでみてはいか
がでしょうか。

横内伝統のたこ作り お飾り

お
餅
つ
き

お正月は
家族そろって

笑
顔
で
餅
を
食
べ
る

時
枝
さ
ん
家
族

慣れない餅つきに果敢に挑戦

自
然
の
中
で問

　
環
境
保
全
課
☎
23
︱
９
９
６
９

日本のお正月のいろいろな行事には、
年神を家に迎え入れるという意味が

あります。年神とはお正月にやってきて、
１年間の幸せや健康などをもたらしてくれ
る神様のことです。そのため、お正月をど
う過ごすかは昔の日本の家庭では、とても
重要なことでした。現在のお正月の行事は、
年神を失礼なく家に迎え入れるために、昔
の人たちが行ってきたさまざまな風習が形
を変えながら伝わってきたものです。
　また、年神を迎え入れるお正月は、家族
そろってお祝いするというのが昔は当たり
前でした。せわしない現代社会では、家族
全員で集まって過ごす時間がなかなか取れ

ない家庭もあると
思います。それで
も、一年に一度の
お正月くらいは家
族や親戚で集まっ
て、一緒にゆった
り過ごす時間を大
切にしてほしいで
すね。

　日本古来の正月行事の大切さについて、
市博物館の浜野達也館長代理（下写真）に話
を聞きました。

　年末が近づいてくると、
徐々に家の玄関に飾られ
るようになるしめ飾り。し
め飾りは、お正月に神様を
家に迎え入れるため、不浄
なものをはらう目的で飾
るものです。これを見ると
「お正月がやってくるな」
と感じる方も多いと思い
ます。金目公民館では、12
月14日に年末恒例のお飾
り作り教室が開かれ、地域
の住民50人以上が参加し
ました。

　「材料に使う稲わらなどは全て地域の農家さんなどからいただ
いたものです。いわゆる地産地消ですね」と話すのは、栁

やな
川
がわ
勝正

さん。10年以上前からボランティアとして地域の仲間とともに同
教室を指導しています。「お飾り作りの指導は、代々地元の人たち
が引き継いでいるんですよ。私で多分３代目くらいかな」とほほ笑
む栁川さん。金目地区のお飾り作
りは、地域の中で、長年親しまれ
てきた行事なのだと言います。
　これまで、参加者の多くは年
配の方でしたが、この日は子ど
も連れの家族の姿も多く見られ
ました。「最近になって、参加者
に子育て世代の方や子どもが増
えてきました。地域の伝統を次
の世代へ伝えていく意味でも、若
い人たちがたくさん参加してく
れるのはうれしいですね」と栁川
さんは顔をほころばせます。
　今後について、「準備は大変だ
けど、飾りを作っている子ども
たちの真剣な目を見ると、その
疲れも吹き飛びます。自分の体
が動くうちは長く続けていきた
いですね」と意気込みます。

参
加
者
に
指
導
す
る
栁
川
さ
ん

たこ揚げを夢中で楽しむ子どもたち
子どもたちも真剣な表情で
取り組みます

地域の素材で作る
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ

広報紙をより良いものとするために市ウェブでアンケートを実施しています。ご意見をお寄せください。
右の2次元バーコードからアンケートページにアクセスできます。

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　1月6日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

松原
分庁舎

福祉会館

中央公民館

市役所本館
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

豊原分庁舎
（消防仮庁舎）

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段　
　
　

女
性
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

講
座

　
「
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
風

水
害
対
応
」を
テ
ー
マ
に
、
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
方
法
の
講
義
や
、
身
近
な
も
の

で
作
る
風
水
害
対
策
グ
ッ
ズ
の
紹

介
な
ど
を
し
ま
す
。

　

２
月
８
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
。
本
館
３
階
303
・
304
会
議
室
。

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
60

人（
先
着
順
）。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
本
館
３

階
の
災
害
対
策
課
☎
21
―
９
７
３

４
へ
。

国
勢
調
査
の
調
査
員

　

８
月
下
旬
～
10
月
下
旬
に
、
調

査
票
の
配
布・
回
収
な
ど
を
し
ま
す
。 

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
１

２
０
０
人（
選
考
）。
報
酬
は
50
世

帯
で
４
万
２
０
０
０
円
程
度
。
選

挙
や
警
察
に
関
係
し
な
い
方
な

ど
、
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
や
各
公
民
館
な
ど
に

あ
る
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

各
公
民
館
・
各
図
書
館
・
駅

前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ

る
申
込
書
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
３
月
31
日（
火
）ま

で
に
、
本
館
４
階
の
行
政
総
務
課

☎
21
―
９
７
５
４

23
―
９
４
６

７
へ
。
市
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
申
し
込

め
ま
す
。

学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業　
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

家
で
は
思
う
よ
う
に
勉
強
で
き

な
い
、
学
校
以
外
に
も
勉
強
で
き

る
環
境
が
ほ
し
い
な
ど
の
悩
み
が

あ
る
、
高
校
進
学
を
志
望
す
る
中

学
生
に
、
学
習
指
導
を
し
ま
す
。

　

８
月
を
除
く
５
月
～
翌
年
２
月

の
平
日
、
午
後
６
時
30
分
～
９
時

30
分
。
け
い
あ
い
ビ
ル
２
階（
宮

の
前
３
―
13
）。
週
に
１
回
以
上

参
加
で
き
る
大
学
生
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
本
館
１

階
の
生
活
福
祉
課
☎
21
―
９
８
４

９
へ
。

図
書
館
の
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
図
書
館
４
館
に
は
年
間

約
65
万
人
が
訪
れ
ま
す
。
図
書
館

に
雑
誌
を
提
供
し
、
広
告
を
掲
載

し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。
提
供
し

た
雑
誌
本
体
に
ス
ポ
ン
サ
ー
名

を
、
雑
誌
カ
バ
ー
と
雑
誌
棚
に
広

告
を
掲
載
で
き
ま
す
。

　

４
月
～
令
和
３
年
３
月
に
発
行

さ
れ
る
雑
誌
。
個
人
を
除
く
、
企

業
・
商
店
・
組
織
・
団
体
。
１
次
募

集
は
抽
選
、２
次
募
集
は
先
着
順
。

募　

各
図
書
館
や
図
書
館
ウ
ェ
ブ

に
あ
る
申
込
書
を
、
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
直
接
、
１
次
募
集
は

令
和
２
年
１
月
24
日（
金
）～
２
月

26
日（
水
）に
、
〒
254
―
0041
浅
間
町

12
―
41
中
央
図
書
館
☎
31
―
０
４

１
５

31
―
９
９
８
４
ま
た
は

設
置
希
望
館
へ
。
２
次
募
集
は
、

３
月
11
日（
水
）か
ら
、
設
置
希
望

館
へ
。

市
民
大
学
講
座　
和
歌
の
世
界

　

和
歌
を
通
じ
て
、
和
の
心
や
日

本
語
の
美
し
さ
、
和
の
教
養
の
奥

深
さ
を
学
び
ま
す
。

　

１
月
28
日（
火
）と
２
月
14
日
・

28
日
、
３
月
13
日
・
27
日
の
金
曜

日
、
全
５
回
、
午
前
10
時
～
11
時

30
分
。
中
央
公
民
館
。
高
校
生
を

除
く
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

40
人（
抽
選
）。
300
円
。

募　

講
座
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

を
、
は
が
き
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
、
１
月
12
日（
日
）ま
で
に
、
〒

254
―
0047
追
分
１
―
20
中
央
公
民
館

☎
34
―
２
１
１
１

chuo-k@

へ
。

ガ
イ
ド
と
巡
る
文
化
資
源

　
「
平
塚
文
学
散
歩　

作
家
と
詩

人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」コ
ー
ス
で
す
。

平
塚
ゆ
か
り
の
作
家
や
詩
人
ら
の

足
跡
を
求
め
て
歩
き
ま
す
。

　

１
月
26
日（
日
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
。
約
４
㌖
。
荒

天
中
止
。
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
南
口
の
人

魚
像
前
に
集
合
。
小
学
生
以
下
の

方
は
保
護
者
同
伴
。
300
円（
中
学

生
以
下
は
無
料
）。

募　

コ
ー
ス
名
・
全
員
の
必
要
事

項
を
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
１
月
19
日（
日
）ま
で
に
、

社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４

34
―
５
５
２
２

k-shakai@

へ
。

花
ア
グ
リ　
イ
チ
ゴ
の
イ
ベ

ン
ト

　

平
塚
自
慢
の
イ
チ
ゴ
を
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

①
い
ち
ご
フ
ェ
ア　

あ
さ
つ
ゆ
広

場（
寺
田
縄
424
―
１
）・
花か

菜な

ガ
ー

デ
ン（
寺
田
縄
496
―
１
）・
湘
南
い

ち
ご
狩
り
セ
ン
タ
ー（
あ
さ
つ
ゆ

広
場
内
）で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
、
抽
選
で
イ
チ
ゴ
１
ケ
ー
ス
の

引
換
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。
詳

し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
１
月
５
日（
日
）～
３
月
31
日

（
火
）。

　

相
互
割
引
も
あ
り
ま
す
。
花
菜

ガ
ー
デ
ン
入
園
者
に
、
あ
さ
つ
ゆ

広
場
の
イ
チ
ゴ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
50
円

引
き
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
湘
南
い

ち
ご
狩
り
セ
ン
タ
ー
利
用
者
に
、

ⓐ
レ
シ
ー
ト
提
示
で
あ
さ
つ
ゆ
広

場
の
イ
チ
ゴ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
50
円
引

き
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
ⓑ
レ
シ
ー

保育園児の絵画展

作家の石碑などを巡ります
↓

　市内の保育園児が、生活の中で経験したことや感じたこと
を描いた絵画を展示します。平塚市の友好都市の岐阜県高山
市・岩手県花巻市・静岡県伊豆市の園児が描いた絵画も展示
します。
　１月16日（木）～19日（日）、午前10時～午後４時50分（19日は
３時まで）。美術館。

問　保育課☎21―８５５５

市の職員として
働きませんか

任期付き職員（理学療法士）

　介護予防や高齢者の健康教育、健康相談などの業務を
します。任期は４月１日から３年間で、更新する場合もあ
ります。勤務は原則、月～金曜日の午前８時30分～午後５
時15分。
　理学療法士の資格があり、普通自動車の運転とパソコ
ンの基本操作ができる方１人（選考）。
募　本館４階の職員課☎21―８７６２や市ウェブにある申込書
に写真を貼り、直接、１月17日（金）までに、同課へ。

パートタイム会計年度任用職員

　選考。採用は４月1日以降。１次選考は１月25日（土）。
　①消費生活センター相談員２人②理学療法士１人③審査
会事務員１人④介護認定調査員７人⑤保育士（遅番）１人⑥
保育士（早番）２人⑦管理栄養士A１人⑧管理栄養士B１人⑨
臨床心理士3人⑩作業療法士１人⑪言語指導員３人⑫助産
師１人⑬一般事務ⓐ統計調査事務２人ⓑ福祉総務課窓口 
１人ⓒ障がい福祉課窓口１人ⓓ滞納整理事務１人ⓔ国民
年金窓口１人⑭就労相談員１人⑮年金相談員１人⑯保育園
調理・用務作業員１人⑰心理相談員１人⑱青少年相談員 
１人⑲診療報酬明細書点検職員１人。
募　市ウェブにある申込書に写真を貼り、本人が直接、
１月17日（金）までに、本館４階の職員課☎21―８７６２へ。

教育委員会のパートタイム会計年度任用職員

　採用は４月１日以降。試験は１月25日（土）の午前。教育
会館。受験票・筆記用具。選考。
　校務作業員６人・給食調理員２人・栄養士２人・教育相
談員Ａ１人・公民館事務員２人・地区図書館奉仕員３人。
募　市ウェブにある申込書を、本人が直接、１月17日（金）
までに、本館７階の教育総務課☎35―８１１３へ。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
最
初
の

年
明
け
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
た
な
時
代
が
幕
を
開
け
、
平

塚
市
政
を
平
成
か
ら
令
和
へ
と
引
き
継
げ

る
喜
び
と
責
任
を
か
み
し
め
、「
さ
ら
に
、

選
ば
れ
る
ま
ち
・
住
み
続
け
る
ま
ち
」の

実
現
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

今
後
加
速

す
る
人
口
減

少
や
少
子
高

齢
化
に
対
応

し
、
子
育
て

支
援
や
高
齢

者
福
祉
に
は

引
き
続
き
力
を
注
ぎ
ま
す
。
子
育
て
支
援

で
は
こ
の
１
月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

小
児
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し

ま
す
。
ま
た
、待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

民
間
保
育
園
の
新
設
・
増
築
な
ど
で
４
月

に
向
け
て
保
育
所
の
定
員
を
増
や
し
ま

す
。
高
齢
者
福
祉
で
は
人
生
100
年
時
代
を

見
据
え
、
早
期
か
ら
の
健
康
増
進
や
介
護

予
防
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

今
年
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年
。

大
会
前
に
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
代
表
選
手

団
が
本
市
を
中
心
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
し

ま
す
。
選
手
が
大
舞
台
で
最
大
限
の
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
全
力
で
支
え
、
終
了
後

は
文
化
・
教
育
な
ど
の
分
野
で
友
好
の
輪

を
広
げ
ま
す
。

　

一
方
、
市
外
の
方
か
ら
も
人
気
の
あ
る

海
岸
エ
リ
ア
に
新
た
な
魅
力
が
加
わ
り
ま

す
。
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
に
は
、
展
望
台
と
し

て
も
活
用
で
き
る
津
波
避
難
施
設
を
設
置

し
、
安
心
・
安
全
に
ビ
ー
チ
を
楽
し
め
る

よ
う
に
し
ま
す
。
漁
港
周
辺
で
は
、
平
塚

新
港
に
波
の
上
下
運
動
で
電
気
を
起
こ

す
、
波
力
発
電
所
を
２
月
末
ま
で
に
設
置

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
事
業
の
成
果
が
、

参
加
企
業
や
本
市
産
業
の
発
展
へ
と
つ
な

が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
新
港
の
背

後
地
に
は
３
月
中
の
完
成
を
目
指
し
、
芝

生
の
多
目
的
広
場
や
ト
イ
レ
な
ど
を
整
備

し
ま
す
。
漁
業
や
海
に
親
し
む
場
所
と
し

て
漁
港
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
、
全
力
で

市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。
新
年
が
幸

多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

ト
提
示
で
花
菜
ガ
ー
デ
ン
の
駐

車
料
金
が
当
日
無
料
ⓒ
花
菜
ガ
ー

デ
ン
入
園
料
100
円
引
き
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト（
３
月
１
日
〜
４
月
30
日
）。

イ
チ
ゴ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
割
引
券
は
併

用
で
き
ま
せ
ん
。

②
冬
の
収
穫
祭　

イ
チ
ゴ
３
種
類

の
食
べ
比
べ
を
し
ま
す
。
イ
チ
ゴ

の
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。
１
月
12

日（
日
）午
前
９
時
か
ら
。
花
菜

ガ
ー
デ
ン
。100
人（
当
日
先
着
順
）。

③
親
子
で
イ
チ
ゴ
の
摘
み
取
り
体

験
と
シ
ェ
フ
か
ら
習
う
ム
ー
ス
作

り　

自
分
で
収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
を

使
っ
て
ム
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
２

月
16
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
。
花
菜
ガ
ー
デ
ン
。
小
学

生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者
２
人

１
組
で
10
組（
抽
選
）。
１
組
１
２

０
０
円
。

募　

③
は
本
館
５
階
の
農
水
産

課
・
花
菜
ガ
ー
デ
ン
・
花
菜
ガ
ー

デ
ン
の
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
花
菜
さ
ん

ぽ
１
月
号
の
応
募
方
法
を
読
み
、

往
復
は
が
き
で
、
ま
た
は
直
接
、

１
月
１
日（
祝
）～
15
日（
水
）に
、

花
菜
ガ
ー
デ
ン
☎
73
―
６
１
７
０

へ
。
同
所
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
申
し
込

め
ま
す
。

経
験
者
向
け
読
み
聞
か
せ
講
座

　
「
東
京
子
ど
も
図
書
館
の
お
は

な
し
会
に
学
ぶ
」を
テ
ー
マ
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
み
方
や
本
の
選

び
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

２
月
13
日
、
３
月
12
日
の
木
曜

日
、
全
２
回
、
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
。
中
央
図
書
館
。
両
日

と
も
参
加
で
き
る
方
30
人（
抽
選
、

市
内
在
住
の
方
・
市
内
で
読
み
聞

か
せ
の
活
動
を
し
て
い
る
方
を
優

先
）。

募　

各
図
書
館
や
図
書
館
ウ
ェ
ブ

に
あ
る
申
込
書
を
、
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
直
接
、
１
月
７
日

（
火
）～
21
日（
火
）に
、
〒
254
―
0041

浅
間
町
12
―
41
中
央
図
書
館
☎
31

―
０
４
１
５

31
―
９
９
８
４
へ
。

各
図
書
館
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）気
付
き
講
座

　

Ｄ
Ｖ
の
定
義
・
背
景
、
心
や
体

へ
の
影
響
、
被
害
者
支
援
制
度
、

Ｄ
Ｖ
が
起
き
た
時
の
対
応
方
法
な

ど
を
専
門
家
が
話
し
ま
す
。

　

２
月
13
日（
木
）午
後
２
時
～
４

時
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
女
性

30
人（
先
着
順
）。
生
後
６
カ
月
以

上
の
未
就
学
児
の
保
育
も
あ
り
ま

す（
先
着
６
人
）。

募　

電
話
で
、
か
な
テ
ラ
ス
☎
０

４
６
６
―
27
―
２
１
１
１
へ
。
か

な
テ
ラ
ス
の
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
申
し

込
め
ま
す
。

就
職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

基
本
的
な
技
術
を
習
得
し
ま

す
。
午
前
10
時
～
午
後
４
時
。
勤

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会

　

各
国
の
民
謡
を
踊
り
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
～
３
月
27
日
の
金
曜

日
・
祝
日
、
全
７
回
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
。
金
田
公
民
館

（
入
野
108
―
１
）。
４
回
以
上
出
席

で
き
る
20
歳
以
上
の
方
。飲
み
物
。

運
動
で
き
る
服
装
・
運
動
靴
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問　

平
塚
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会

の
鈴
木
☎︎
090
―
１
４
０
１
―
５
２

９
９ス

ポ
ー
ツ
教
室

　

会
場
は
①
②
が
ト
ッ
ケ
イ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
③

が
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア

リ
ー
ナ
④
が
二
宮
町
の
吾あ

妻づ
ま

山や
ま

周

辺
。
抽
選
。

①
は
つ
ら
つ
水
中
体
操　

２
月
５

日
～
３
月
11
日
の
水
曜
日
、
全
６

回
、
１
コ
ー
ス
が
午
前
10
時
15
分

～
11
時
・
２
コ
ー
ス
が
11
時
15
分

～
正
午
。
各
60
人
。
２
５
７
０
円
。

②
ア
ク
ア
ビ
ク
ス　

２
月
13
日
～

３
月
19
日
の
木
曜
日
、
全
６
回
、

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
。
45

人
。
４
１
１
０
円
。

③
卓
球　

２
月
12
日
～
３
月
25
日

の
水
曜
日
、全
７
回
、午
前
９
時
30

分
～
正
午
。
100
人
。
４
７
９
０
円
。

④
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
中
級
）　

１
月
30
日（
木
）午
前
９

時
30
分
～
正
午
。
約
５
㌖
。
20
人
。

500
円
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

を
、
は
が
き
で
、
１
月
15
日（
水
）

ま
で
に
、
〒
254
―
0045
見
附
町
31
―

10
ま
ち
づ
く
り
財
団
ス
ポ
ー
ツ
事

業
課
☎
35
―
０
１
０
２
へ
。
同
財

団
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

Ｂ
リ
ー
グ
の
試
合
を
見
に
行

こ
う

　

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
試
合
を
観
戦
し
ま
せ

ん
か
。
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｂビ

ー．
Ｌリ

ー
Ｅ
Ａ

Ｇ
グＵ

Ｅ
ク
ラ
ブ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
市
内
在
住
の
小
学
生
は
ド

リ
ー
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
を
使
っ
て
、

無
料
で
観
戦
で
き
ま
す
。

　

１
月
22
日（
水
）午
後
７
時
５
分

試
合
開
始
。
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
。
横
浜

ビ
ー
・
コ
ル
セ
ア
ー
ズ
―
川
崎
ブ

レ
イ
ブ
サ
ン
ダ
ー
ス
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

ス
ポ
ー
ツ

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

労
会
館
。
仕
事
を
探
し
て
い
る
15

～
39
歳
の
方
、各
10
人（
先
着
順
）。

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成　

ワ
ー
ド　

１
月
15
日（
水
）。

エ
ク
セ
ル
基
礎　

16
日（
木
）・
17

日（
金
）、
全
２
回
。

募　

電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

相
続
対
策
と
自
宅
の
有
効
活
用

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

　

近
年
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る

空
き
家
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

２
月
１
日（
土
）午
後
１
時
～
５

時
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
30
人（
先

着
順
）。
相
談
会
は
４
組（
先
着

順
）。

募　

電
話
で
、
ま
た
は
各
公
民
館

な
ど
に
あ
る
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス

で
、
１
月
４
日（
土
）午
前
８
時
か

ら
、
か
な
が
わ
Ｆ
Ｐ
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
045
―
894
―
５
５
８
２

020
―
４
６
６
４
―
３
８
３
２
へ
。

同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
申
し

込
め
ま
す
。

命
を
支
え
る
地
域
つ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

犯
罪
被
害
者
の
経
験
な
ど
を
参

加
団
体
が
発
表
し
、
専
門
職
・
支

援
機
関
の
支
援
員
ら
が
適
切
な
支

援
の
在
り
方
を
考
え
ま
す
。
講
演

内
容
が
異
な
る
た
め
、
両
日
の
参

加
も
で
き
ま
す
。

　

２
月
18
日
・
25
日
の
火
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
。
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
各
60
人（
先

着
順
）。
各
日
１
人
１
０
０
０
円
。

募　

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
日
・

人
数
を
、
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、

１
月
６
日（
月
）午
前
10
時
か
ら
、

Ｏオ

ハ

ナ

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
☎
070
―
３
９
９
８
―

３
５
０
３

79
―
８
６
２
３

handm
aderouje@

gm
ail.com

へ
。

↓

開
き
ま
す

市
内
駅
伝
競
走
大
会
を

　各地区を代表して走る選手を、沿道から応援しませ
んか。
　１月12日（日）午前９時にＳｈｏｎａｎ　ＢＭＷ　スタジアム平塚
をスタートし、山城中学校（高村166）を目指します。
荒天中止。コースなど、詳しくは市ウェブをご覧くだ
さい。

問　スポーツ課☎31―３０６０

さ
ら
に

　
選
ば
れ
る
ま
ち
に
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健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

脳
と
か
ら
だ
の
体
操
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
予
防
を
目
指
し
た
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」

を
、
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
広
め

る
方
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　

２
月
３
日
・
10
日
・
17
日
の
月

曜
日
、
全
３
回
、
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
。
本
館
３
階
303
・
304

会
議
室
。
20
人（
先
着
順
）。
タ
オ

ル
・
飲
み
物
・
筆
記
用
具
。
動
き

や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

募　

電
話
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
☎
20
―
８
２
１
０
へ
。

市
障
が
い
者
福
祉
計
画（
第

４
期
）の
愛
称
を
募
集

　

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
覚
え

や
す
く
て
親
し
み
や
す
い
計
画
に

す
る
た
め
、愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。

応
募
は
１
人
３
点
ま
で
。
自
身
で

考
案
し
た
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
選
ば
れ
た
愛
称
は
、
２
月

以
降
に
市
ウ
ェ
ブ
な
ど
で
発
表
し

ま
す
。

募　

市
ウ
ェ
ブ
な
ど
に
あ
る
申
込

書
を
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
１
月
24
日（
金
）ま

で
に
、
本
館
１
階
の
障
が
い
福
祉

課
☎
21
―
８
７
７
４

21
―
１
２

１
３

shogai@

へ
。
メ
ー
ル
は

件
名
を「
障
が
い
者
福
祉
計
画
の

愛
称
応
募
」と
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む

通
い
の
場（
サ
ロ
ン
）の
説
明
会

　

令
和
２
年
度
か
ら
新
規
で
同
事

業
の
補
助
金
交
付
を
希
望
す
る
団

体
を
対
象
に
、
趣
旨
や
手
続
き
を

説
明
し
ま
す
。

　

２
月
25
日（
火
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。本
館
３
階
303
・
304
会
議
室
。

募　

電
話
で
、
２
月
18
日（
火
）ま

で
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

20
―
８
２
１
７
へ
。

心
地
よ
く
眠
る
た
め
の
秘ひ

訣け
つ

講
座

　

睡
眠
の
仕
組
み
や
不
眠
症
の
こ

と
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な

ど
を
、臨
床
心
理
士
が
話
し
ま
す
。

　

２
月
２
日（
日
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
80
人（
先
着
順
）。

筆
記
用
具
。

募　

電
話
で
、
健
康
課
☎
55
―
２

１
１
１
へ
。

ご
長
寿
食
事
会

　

加
齢
に
よ
っ
て
筋
力
・
認
知
機

能
・
社
会
と
の
つ
な
が
り
な
ど
が

低
下
し
た
状
態
の「
フ
レ
イ
ル
」を

改
善
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。
保

健
師
・
理
学
療
法
士
・
歯
科
衛
生

士
ら
の
講
義
を
聴
き
、
管
理
栄
養

士
が
提
供
す
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
を
取
り
ま
す
。

　

２
月
27
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
２
時
。
福
祉
会
館
。
市
内

在
住
の
65
歳
以
上
の
方
24
人（
先

着
順
）。
筆
記
用
具
・
自
宅
で
使
っ

て
い
る
ご
飯
茶
わ
ん
。
400
円
。

募　

電
話
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
☎
20
―
８
２
１
７
へ
。

健
康
推
進
員
と
一
緒
に
歩
こ
う

　

平
塚
の
文
化
施
設
を
巡
り
、
平

塚
八
幡
宮
を
参
拝
し
ま
す
。

　

２
月
11
日（
祝
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
。
約
７
・
５
㌖
。

当
日
午
前
７
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
天
気

予
報
で
、
横
浜
の
降
水
確
率
が
50

㌫
以
上
の
場
合
は
12
日（
水
）に

つりがね最中
　8世紀にできた平塚最古のお寺、金目観音堂の釣り鐘にちなん
で作りました。上質な北海道十勝産の小豆を使っています。全国
菓子博覧会で金賞を受賞しました。

山口屋（南金目891）☎58―0108

防
災
講
演
会

　

気
象
予
報
士
で
防
災
士

の
講
師
が「
風
水
害
か
ら
命

を
守
る
！
」を
テ
ー
マ
に
、
令
和

元
年
の
台
風
の
解
説
や
平
塚
市

で
起
こ
り
得
る
風
水
害
へ
の
備

え
を
話
し
ま
す
。
ま
た
講
師
・
防

災
の
記
事
を
書
い
て
い
る
新
聞

記
者
・
市
内
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
来
場
者
を
交
え
て
意
見

交
換
を
し
ま
す
。
令
和
２
年
度
市

防
災
標
語
の
表
彰
式
も
し
ま
す
。

　

１
月
18
日（
土
）午
後
１
時
30

分
～
４
時
。
中
央
公
民
館
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
650
人（
当

日
先
着
順
）。
要
約
筆
記
も
あ
り

ま
す
。

問　

災
害
対
策
課
☎
21
―
９
７
３
４

保
育
士
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　

保
育
士
の
資
格
の
あ
る
方
や
、

来
春
に
就
職
を
希
望
す
る
方
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会
を
開
き

ま
す
。
市
内
の
保
育
施
設
の
運
営

担
当
者
に
、
仕
事
内
容
や
雇
用
条

件
な
ど
を
直
接
聞
け
ま
す
。
市
の

貸
付
金
・
就
職
支
援
金
の
支
給
制

度
の
案
内
も
し
ま
す
。

　

１
月
25
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
。本
館
３
階
303
・
304
会
議
室
。

問　

保
育
課
☎
21
―
９
６
１
２

公
衆
無
線
Ｌラ

ン
Ａ
Ｎ（
Ｗワ

イｉ
―

Ｆフ
ア
イｉ

）の
サ
ー
ビ
ス
拡
充

　

新
た
に
、
中
央
図
書
館
・
博
物

館
・
美
術
館
・
市
民
病
院
の
各
施

設
の
一
部
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
接
続
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
各
施
設
の
窓
口
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

情
報
政
策
課
☎
21
―
８
７
９
２

ひ
ら
つ
か
ビ
ジ
ョ
ン

　

市
政
の
動
き
や
ま
ち
の
話
題

を
、
東
海
大
学
の
学
生
リ
ポ
ー

タ
ー
が
紹
介
す
る
情
報
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
で
す
。
１
・
２
月

の
テ
ー
マ
は「
平
塚
は
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
タ
ウ
ン
」で
す
。

　

Ｓ
Ｃ
Ｎ
湘
南
チ
ャ
ン
ネ
ル
。
毎

週
土
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
～
７

時
45
分
。
毎
週
日
曜
日
、
午
後
１

時
45
分
～
２
時
。
Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
Ｔチ

ユ

ー

ブ

ｕ
ｂ
ｅ

で
も
配
信
し
ま
す
。

問　

広
報
課
☎
21
―
８
５
５
６

小
学
校
の
入
学
説
明
会

　

４
月
に
市
立
小
学
校
へ
入
学
す

る
子
ど
も
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。

　

１
月
16
日（
木
）～
29
日（
水
）。

会
場
や
日
時
は
各
校
で
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
校
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

学
務
課
☎
35
―
８
１
１
８

ゆ
め
ク
ラ
ブ
湘
南
平
塚　
趣

味
の
作
品
展

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
、
日
頃

の
趣
味
活
動
を
通
じ
て
制
作
し
た

絵
画
・
書
道
・
写
真
・
手
工
芸
品

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

１
月
21
日（
火
）～
28
日（
火
）、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
本
館
１

お
知
ら
せ

階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
。

問　

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
☎
36
―
７
２
２
７

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
親
子

支
援
の
講
演
会

　
「
居
場
所
づ
く
り
か
ら
考
え
る

自
立
支
援
」を
テ
ー
マ
に
、
講
演
・

対
談
・
質
疑
応
答
を
し
ま
す
。

　

１
月
14
日（
火
）午
後
２
時
～
４

時
30
分
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
当
事
者
親

子
や
支
援
関
係
者
ら
50
人（
当
日

先
着
順
）。

問　

ぜ
ん
し
ん
☎
23
―
１
１
７
７

Ｓサ

ン

サ

ン

ｕ
ｎ
Ｓ
ｕ
ｎ
マ
ル
シ
ェ

　

手
作
り
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
並
び
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
作
っ

た
料
理
や
ラ
イ
ブ
演
奏
が
楽
し
め

る
青
空
市
で
す
。

　

１
月
12
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
小
雨
決
行
。
湘
南
海
岸

公
園（
高
浜
台
34
―
１
）。

問　

ア
ル
ベ
リ
ア
ー
ル
ホ
ー
ム
☎

31
―
７
２
１
１

市
役
所
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

新
春
に
響
く
ハ
ー
プ
の
調
べ

　

１
月
９
日（
木
）午
後
０
時
15
分

～
０
時
50
分
。
本
館
１
階
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
。

問　

ま
ち
づ
く
り
財
団
文
化
事
業

課
☎
32
―
２
２
３
７

農
林
業
の
調
査
を
し
ま
す

　

生
産
や
就
業
の
構
造
、
土
地
資

源
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

て
、
農
林
業
施
策
を
進
め
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
す
る
調
査（
農
林

業
セ
ン
サ
ス
）を
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
農
家
や
林
家
に
、
１
月
中

旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

問　

行
政
総
務
課
☎
21
―
９
７
５
４

↓

　伝統のはしご乗り（写真）や木やり、消防車両のパレード、
少年消防クラブの訓練成果披露などをします。クライマッ
クスの豪快な一斉放水は見ものです。
　１月11日（土）午前10時～11時45分。荒天中止。総合公園平塚
のはらっぱ。

問　消防総務課☎21―９７２５

ひらつか名産品リレー
産業振興課☎21―９７５８

消
防
出で

初ぞ

め

式し

き
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市民相談
市民情報・相談課☎21-8764

市民相談室

◇�市民生活　月〜金曜日、
午前８時30分〜正午・午後
１時〜５時
◇�法律（予約制）　水・木曜
日、午後１時〜４時
◇�行政　1月6日（月）、2月3日
（月）、午後１時〜４時
◇�税務（予約制）　1月24日
（金）午後１時〜４時
◇��登記・供託（予約制）　1月
10日（金）午後１時〜４時
◇�多重債務（予約制）　1月
14日（火）午後１時〜４時
◇�年金・社会保険・労災（予
約制）　1月14日（火）午後
１時〜４時
◇�許認可各種届出（予約制）  
1月7日（火）、2月4日（火）、
午後１時〜４時
◇�不動産（予約制）　1月17日
（金）、2月7日（金）、午後

１時〜４時
◇�分譲マンション管理（予
約制）　1月27日（月）午後
１時〜４時
◇�住宅（新築・リフォーム）　1月
21日（火）午後１時〜４時
消費生活センター
市民情報・相談課

☎21-7530（相談専用）
◇�来所・電話　月〜金曜日、
午前9時30分〜午後４時

人権相談
人権・男女共同参画課

☎21-9861
◇�来所　1月7日（火）・21日
（火）、2月4日（火）、午後１
時〜3時��

女性のための相談
人権・男女共同参画課

☎21-9611（相談専用）
◇��来所・電話　月〜金曜日、
午前9時30分〜午後４時

保健センター☎55-2111
ヘルスアップ相談

◇�来 所（予約制）　1月10日

（金）・22日（水）、午後１時
〜３時

こどもの総合相談
こども家庭課☎21-9843

◇�こども総合相談　月〜金
曜日、午前8時30分〜午
後５時
◇�母子・父子相談　月〜金
曜日、午前10時15分〜午
後５時

こども発達支援室くれよん
こども家庭課☎３２-２７３８

◇��こどもの発達相談（来所・
予約制）　月〜金曜日、午
前8時30分〜午後５時

地域包括ケア推進課☎20-8217
高齢者健康相談

◇�来所（予約制）　月〜金曜
日、午前9時30分〜正午・
午後1時30分〜5時

障がい福祉課☎21-8774
障がいがある方の相談

◇�手話案内 21−1213
　�月〜金曜日、午前8時30分
〜午後5時

◇�精神保健福祉相談（予約
制）　月〜金曜日、午前8
時30分〜午後5時

栗原ホーム☎35-6175
成年後見利用支援センター

◇�来所・電話　月〜金曜日、午
前9時〜正午・午後1時〜5時

くらしサポート相談☎21-8813
くらしサポート相談

◇��来所・電話　月〜金曜日、
午前8時30分〜午後５時��

豊田分庁舎☎ 34-9076
子育て支援センター

◇�未就学児対象の子育て相
　談・情報提供　月〜金曜日、
　午前10時〜午後3時
教育相談・就学相談
子ども教育相談センター
崇善小学校北側☎36-6013
◇�来所（予約制）　月〜金曜
日、午前10時〜午後５時
◇�電話　月〜金曜日、午前
9時〜午後５時

青少年会館☎34-7311
青少年相談室

◇�青少年相談　火〜土曜日、
午前10時〜午後６時30分

◇�ヤングテレホン相談（青
少年専用） ☎33−7830
　�火〜土曜日、午前10時〜
午後６時30分

◇�ヤングメール相談（青少
年専用）　 y-soudan@

福祉総務課☎21-8779
保健福祉総合相談

◇��来所・電話　月〜金曜日、
午前8時30分〜午後５時��

産業振興課☎21-9758
ビジネス相談

◇�発明・考案・特許（予約制）  
1月20日（月）午後１時〜４時

◇�就労（予約制・先着４人・
１人50分）　1月8日（水）・22
日（水）、午後１時〜4時50分

文化・交流課☎25-2520
外国籍市民相談

◇�来所　スペイン語：火曜
日／ポルトガル語：水曜
日／午前9時〜正午・午
後１時〜４時

　「華麗な技を披露するはしご乗りに、ずっ
とあこがれていました」と話すのは、平塚古
式消防保存会の会長を務める鈴木盛正さん。
同会は、市消防出初式（６面囲み）で披露する
はしご乗りやまとい振り、木やり歌など、古
式消防の伝統を受け継いでいます。
　はしご乗りの技は難易度が高く危険も多い
ため、会員同士で協力し合って練習します。
「仲間同士で切磋琢磨することで、技の完成
度が一層高まりますね」と語る鈴木さん。
　「昔からの町火消しの姿と心意気を後世に
伝える、という使命感が私たちの原動力です。
出初式では、はしご乗り・まとい振り・木や
り歌を同時に披露しますので、ぜひ会場にお
越しください」と呼び掛けます。

消防の心意気を次の世代へ
鈴木　盛

もり

正
まさ

さん

平塚古式消防保存会
会長

延
期
。
12
日
も
50
㌫
以
上
の
場

合
は
中
止
。保
健
セ
ン
タ
ー
集
合
・

解
散
。
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
。

タ
オ
ル
・
帽
子
・
飲
み
物
・
雨
具
・

お
持
ち
の
方
は
歩
数
計
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

く
す
の
木
体
操
を
し
ま
せ
ん
か

　

誰
で
も
簡
単
に
健
康
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
ら
れ
た
ご

当
地
体
操
で
す
。
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
楽
し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
①
は
３

時
30
分
ま
で
②
③
は
３
時
ま
で
。

市
内
在
住
の
方
。タ
オ
ル
・
バ
ス
タ

オ
ル
・
室
内
用
運
動
靴
・
飲
み
物
。

　

①
１
月
17
日（
金
）。
保
健
セ
ン

タ
ー
②
２
月
６
日（
木
）。
八
幡
公

民
館（
西
八
幡
１
―
10
―
22
）③
13

日（
木
）。
旭
南
公
民
館（
山
下
１

０
９
６
―
１
）。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

家
族
介
護
教
室

　
「
楽
し
く
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
に
、
簡
単
な
脳
ト
レ
体

操
を
し
ま
す
。

　

２
月
６
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
正
午
。
直じ

き

心し
ん

館か
ん

中
西
道
場（
北

金
目
１
―
９
―
17
）。
福
祉
・
介

護
事
業
所
の
関
係
者
を
除
く
、
市

内
在
住
の
要
介
護
者
を
介
護
し
て

い
る
方
ら
20
人（
先
着
順
・
10
人

に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）。
タ

オ
ル
・
飲
み
物
。

募　

電
話
で
、
１
月
６
日（
月
）か

ら
、
午
前
10
時
～
午
後
９
時
に
、

直
心
館
中
西
道
場
☎
090
―
２
９
０

８
―
７
６
７
４
へ
。

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
の
受
講
者
を
募
集

　

車
い
す
・
傾
聴
・
誘
導
・
要
約

筆
記
・
手
話
の
基
礎
を
学
び
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
福
祉
体
験
を
し
ま
す
。

　

２
月
６
日
～
３
月
12
日
の
木
曜

日
、
全
６
回
、
午
前
10
時
～
正
午
。

福
祉
会
館
。
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
20
人（
先
着
順
）。
筆
記

用
具
・
飲
み
物
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
福
祉
会

館
☎
33
―
０
０
０
７
へ
。

小
・
中
学
校
入
学
祝
い
金
を

支
給
し
ま
す

　

市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
方
が
い
る
生
計

が
困
難
な
世
帯（
生
活
保
護
受
給

世
帯
は
除
き
ま
す
）。
①
平
成
25

年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４
月
１

日
生
ま
れ
②
平
成
19
年
４
月
２
日

～
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
。

募　

１
月
31
日（
金
）ま
で
に
、
各

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
へ
。

担
当
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
分

か
ら
な
い
場
合
な
ど
は
福
祉
会
館

☎
080
―
４
８
１
１
―
７
１
４
９
へ
。

家
族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

腰
痛
肩
こ
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
疲
れ
を
癒
や
し
ま
せ
ん
か
。
市

内
在
住
で
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
。
先
着
順
。

　

①
１
月
15
日（
水
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
。
南
部
福
祉

会
館（
袖
ケ
浜
20
―
１
）。
９
人
②

16
日（
木
）午
前
９
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分
。
福
祉
会
館
。
９
人
③

20
日（
月
）。
福
祉
会
館
ⓐ
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
。
12
人

ⓑ
１
時
30
分
～
４
時
30
分
。
６
人

④
22
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
。西
部
福
祉
会
館（
公

所
868
）。
９
人
。

募　

電
話
で
、
福
祉
会
館
☎
33
―

３
１
０
０
へ
。

介
護
施
設
の
見
学
会
・
就
職

相
談
会

　

介
護
事
業
所
を
見
学
し
、
実
際

に
働
い
て
い
る
方
の
話
を
聞
き
ま

せ
ん
か
。個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。

１
月
29
日（
水
）。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

平
塚（
浅
間
町
10
―
22
）に
集
合
。

　

①
午
前
９
時
集
合
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
あ
し
た
ば（
真
田
２

―
７
―
21
）②
午
後
１
時
15
分
集

合
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
じ

の
郷さ

と（
大
島
190
）。

募　

電
話
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
平

塚
☎
24
―
８
６
０
９
へ
。

食
品
衛
生
責
任
者
の
講
習
会

（
全
業
種
向
け
）

　

平
塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮
町
で

食
品
を
取
り
扱
う
施
設
の
食
品
衛

生
責
任
者
を
対
象
に
、
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
午
後
２
時
～
４
時
。

筆
記
用
具
・
食
品
衛
生
責
任
者
手

帳
・
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
の

ウ
ェ
ブ
か
ら
印
刷
し
た
受
講
票
。

　

①
２
月
19
日（
水
）。
大
磯
町
立

ふ
れ
あ
い
会
館（
大
磯
町
大
磯
938

―
４
）②
３
月
11
日（
水
）。
中
央

公
民
館
。

問　

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
☎
32

―
０
１
３
０

↓

　湘南ひらつか織り姫を募集します。湘南ひらつか七夕まつりをはじめとする平塚市の観光行
事や公的行事に出席し、市のイメージアップに貢献しませんか。書類審査・面接審査・インター
ネット動画投票で選考します。１次・２次審査は、３月14日（土）です。

　高校生を除く県内在住・在勤・在学
の18歳以上の女性３人（選考）。他市町村
のキャンペーンレディなどに選出されて
いる方・タレント事務所などと専属契約
している方・過去にミス七夕や織り姫に
選出された方は応募できません。そのほ
かの条件など、詳しくは市ウェブをご覧
ください。
募　湘南ひらつか七夕まつりのウェブな
どにある応募用紙に写真を添え、郵送ま
たは直接、2月28日（金）までに、本館５階
の商業観光課☎35―８１０７へ。

織り姫セレクション
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●配布のお問合せは、ミッド 0120-350311（月〜金曜日、午前9時30分〜午後5時）

　

今
回
は
、
新
年
に
ぜ
ひ
読
ん

で
ほ
し
い
一
冊
、「
に
ほ
ん
の
お

福
分
け
歳
時
記
」を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

本
書
で
は
、
日
本
を
た
く
さ

ん
の「
福
」に
恵
ま
れ
、
特
別
な

も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
使
っ

て
い
る
身
近
な
も
の
に
ま
で
縁

起
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
国
で
あ
る
と
紹
介
。
暮
ら
し

の
中
に
織
り
込
ま
れ
る
よ
う
に

あ
る
福
に
焦
点
を
当
て
て
、
季

節
の
楽
し
み
方
や
年
中
行
事
に

沿
っ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
１
月
を
見
て
み
る

と
、正
月
・
お
せ
ち
料
理
・
初
夢
・

七
福
神
参
り
・
書
き
初
め
な

ど
、
11
項
目
に
わ
た
っ
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
月
の

項
目
に
神
社
で
の
初
詣
の
仕
方

が
載
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
お

さ
い
銭
に
つ
い
て「
神
様
へ
の

お
供
え
な
の
で
で
き
れ
ば
そ
っ

と
入
れ
る
」場
合
と「
あ
え
て
投

げ
入
れ
、
お
払
い
の
意
味
が
あ

る
」場
合
の
二
つ
の
説
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
お
参
り

で
は
ど
ち
ら
の
方
法
に
し
よ
う

か
な
、
と
考
え
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど

ち
ら
の
や
り
方
で
も
、
気
持
ち

を
込
め
て
丁
寧
に
行
う
こ
と
が

大
切
な
よ
う
で
す
。
ま
た
、
お

さ
い
銭
の
金
額
に
関
し
て
も
、

「
し
じ
ゅ
う
ご
え
ん
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
」の
45
円
と「
ご
え
ん

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
」の
５
円

を
語
呂
合
わ
せ
の
良
い
金
額
と

し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
中

行
事
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
福

が
、
柔
ら
か
い
タ
ッ
チ
の
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
年
の
今
だ
か
ら
こ

そ
、
本
書
を
手
に
取
り
、
こ
れ

か
ら
の
１
年
を
ど
う
す
る
か
思

い
を
は
せ
て
み
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ま
に
と
っ

て「
福
」多
き
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

広
田
千
悦
子
著

「
に
ほ
ん
の
お
福
分
け
歳
時
記
」

主婦の友インフォス情報社
平成26年発行　中央図書館
所蔵

中央図書館
☎３1―０４１５

中
央
図
書
館

〒
２５４‒

００41
浅
間
町
12‒

41

☎
３1‒

０
４
１
５

３1‒

９
９
８
４

㊡
1
〜
４·

6·

14·

20·

27·

31·

２
月

　
３
日

■
中
央
図
書
館
特
集
展
示　

文

学
賞　

１
月
５
日（
日
）～
30
日

（
木
）。
２
階
貸
出
室
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

～
11
時
30
分
。
市
内
在
住
の
１
歳

未
満
の
子
ど
も
と
保
護
者
。
①
１

月
22
日（
水
）西
図
書
館（
山
下
760

―
３
）②
26
日（
日
）中
央
図
書
館

③
２
月
12
日（
水
）北
図
書
館（
田

村
３
―
12
―
５
）④
29
日（
土
）中

央
図
書
館
。

募　

電
話
ま
た
は
図
書
館
ウ
ェ
ブ

で
、
中
央
図
書
館
へ
。

■
中
央
図
書
館　

映
画
会　

日
曜

日
、午
後
２
時
か
ら
。３
階
ホ
ー
ル
。

１
月
５
日［
子
ど
も
映
画
会（
ア
ニ

メ
）］お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
・
タ
マ

＆
フ
レ
ン
ズ
３
丁
目
物
語　

あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う　

た
け
し
の

初
夢
。
12
日［
子
ど
も
映
画
会（
ア

必
要
事
項
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
。メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場

合
は

＠
以
下
にcity.hiratsuka.kanagaw

a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

美
術
館

〒
２５４‒

００７３
西
八
幡
１‒

３‒

３

☎
３５‒

２
１
１
１

３５‒

２
７
４
１

㊡
1
〜
3･

6･

14･

20･

27･

2
月
3
日

■
ロ
ビ
ー
展　

糸い
と

賀が

英は
な

恵え

展　

う
つ
ろ
い
の
か
た
ち　

４
月
５
日

（
日
）ま
で
。

■
陶
芸
講
座　

２
月
２
日
・
16
日
・

23
日
の
日
曜
日
、
全
３
回
、
午
前

10
時
～
午
後
１
時
。ア
ト
リ
エ
Ｂ
。

中
学
生
以
上
の
方
20
人（
抽
選
）。

１
０
０
０
円
。

募　

イ
ベ
ン
ト
名
・
実
施
日
・
必

要
事
項
・
年
齢
を
、
郵
送
・
メ
ー

ル
で
、
１
月
16
日（
木
）ま
で
に
、

美
術
館

art-m
use@

へ
。

■
市
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

１

月
７
日（
火
）～
13
日（
祝
）オ
リ
ン

パ
ス
ズ
イ
コ
ー
ク
ラ
ブ
湘
南
支
部

写
真
展
・
こ
ど
も
年
賀
状
と
お
と

未
満
と
65
歳
以
上
の
方
は
無
料
で

す
。
65
歳
以
上
の
方
は
年
齢
の
分

か
る
保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

☆
一
般
向
け
番
組
　
賢
治
が
み
つ

め
た
星
空　

１
月
４
日（
土
）・
５

日（
日
）、
午
前
11
時
～
11
時
50
分

と
午
後
２
時
～
２
時
50
分
。

☆
一
般
向
け
番
組
　
２
０
２
０
年

の
天
文
現
象　

１
月
11
日
～
26
日

の
土
・
日
曜
日
、
午
前
11
時
～
11

時
50
分
と
午
後
２
時
～
２
時
50

分
。
11
日
・
25
日
は
午
後
２
時
の

回
の
み
。

☆
一
般
向
け
番
組
　
ゆ
り
か
ご
か

ら
墓
場
ま
で
　
星
の
一
生
を
め
ぐ

る　

２
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）、

午
前
11
時
～
11
時
50
分
と
午
後
２

時
～
２
時
50
分
。

☆
幼
児
向
け
番
組
　
す
い
せ
い
ゴ

エ
モ
ン
の
冒
険　

１
月
11
日
と
25

日
の
土
曜
日
、
午
前
11
時
～
11
時

50
分
。

☆
特
別
番
組
　
銀
河
鉄
道
の
夜　

１
月
５
日
・
12
日
の
日
曜
日
、
午

後
３
時
30
分
～
４
時
15
分
。

☆
特
別
番
組
　
星
空
散
歩　

１
月

４
日
、
２
月
１
日
の
土
曜
日
、
午

後
３
時
30
分
～
４
時
20
分
。

☆
特
別
投
影
　
星
空
音
楽
館
　
南

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
旅　

１
月
18
日

（
土
）午
後
４
時
～
４
時
50
分
。

■
星
を
見
る
会　

冬
の
天
体
を
楽

し
も
う　

１
月
17
日（
金
）午
後
７

時
～
８
時
30
分
。雨
天
曇
天
中
止
。

科
学
教
室
・
屋
上
。
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
。

■
相
模
川
流
域
ジ
オ
ツ
ア
ー
入

ニ
メ
）］ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
。

19
日［
一
般
映
画
会（
実
写
）］広
報

番
組　

ひ
ら
つ
か
ビ
ジ
ョ
ン
・
地

震
や
津
波
で
死
な
な
い
た
め
に
。

26
日［
子
ど
も
映
画
会（
ア
ニ
メ
）］

14
ひ
き
の
さ
む
い
ふ
ゆ
・
月
と
あ

ざ
ら
し
。
２
月
２
日［
子
ど
も
映

画
会（
ア
ニ
メ
）］お
に
た
の
ぼ
う

し
・
鬼
の
子
と
ゆ
き
う
さ
ぎ
。

な
絵
手
紙
展
。
16
日（
木
）～
19
日

（
日
）市
保
育
園
児
絵
画
展
。
22
日

（
水
）～
26
日（
日
）東
海
大
学
ア
ー

ト
＆
デ
ザ
イ
ン
展
。
29
日（
水
）～

２
月
２
日（
日
）平
塚
・
大
磯
・
二

宮
地
区
中
学
校
美
術
展
。
５
日

（
水
）～
９
日（
日
）な
か
よ
し
作
品

展（
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級

児
童
・
生
徒
作
品
展
）。

■
０
歳
か
ら
の
鑑
賞
ツ
ア
ー　

赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
冬
の
所
蔵
品
展

を
楽
し
み
ま
す
。
２
月
５
日（
水
）

午
後
２
時
～
３
時
。ア
ト
リ
エ
Ａ
・

展
示
室
。
２
歳
以
下
の
子
ど
も
と

保
護
者
15
組
30
人（
抽
選
）。
保
護

者
２
人
目
か
ら
は
要
観
覧
券
。

募　

イ
ベ
ン
ト
名
・
実
施
日
・
必

要
事
項
・
子
ど
も
の
生
年
月
日
を
、

は
が
き
・
メ
ー
ル
で
、
１
月
16
日

（
木
）ま
で
に
、
美
術
館

art-
m
use@

へ
。

門　

金
目
川
の
氾
濫
原
と
公
所
断

層
帯　

１
月
25
日（
土
）午
後
１
時

30
分
～
４
時
。
纒
～
広
川
地
区
。

20
人（
抽
選
・
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）。

募　

イ
ベ
ン
ト
名
・
必
要
事
項
を
、

往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル
で
、
１
月

13
日（
祝
）ま
で
に
、
博
物
館

m
use-event@

へ
。

■
ス
タ
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
in
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム　

１
月
26
日（
日
）午
後

5
時
～
6
時
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
。
70
人（
抽
選
）。
200
円
、
18
歳

未
満
と
65
歳
以
上
の
方
は
無
料
。

65
歳
以
上
の
方
は
年
齢
の
分
か
る

保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

募　

イ
ベ
ン
ト
名
・
必
要
事
項
を
、

往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル
で
、
１
月

14
日（
火
）ま
で
に
、
博
物
館

m
use-event@

へ
。

■
平
塚
の
地
形
と
災
害　

１
月
４

日（
土
）～
２
月
５
日（
水
）。
寄
贈

品
コ
ー
ナ
ー
。

■
高
校
生
が
調
べ
た
地
域
の
歴
史

　

大
藤
氏
・
矢
倉
沢
往
還　

１
月

11
日（
土
）ま
で
。情
報
コ
ー
ナ
ー
。

博
物
館

〒
２５４‒

００41
浅
間
町
12‒
41

☎
３3‒
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１
１
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３1‒
３
９
４
９

㊡
1
〜
3･

6･

14･

20･

27･
31･
2
月

　
3
日

■
冬
期
特
別
展　

賢
治
が
み
つ
め

た
石
と
星　

１
月
13
日（
祝
）ま

で
。
特
別
展
示
室
。

展
示
解
説　

１
月
５
日（
日
）午
後

１
時
～
１
時
45
分
。特
別
展
示
室
。

■
平
塚
郷
土
史
入
門
講
座　

近
世

金
目
川
の
治
水
と
利
水　

１
月
26

日（
日
）午
前
10
時
30
分
～
正
午
。

講
堂
。
50
人（
当
日
先
着
順
）。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影　

70

人（
当
日
先
着
順
）。
200
円
。
18
歳

　人間の体の動き・表現をテー
マに所蔵品を展示します。
　２月24日（休）まで。200円、
高校生・大学生100円。
学芸員によるギャラリートーク
　１月18日（土）午後２時～２時
30分。観覧券が必要です。

問　美術館☎︎３５−２１１１

　特定のテーマで選んだ本
２冊をセットにして、袋に詰
めて貸し出します。子ども向
けと大人向けがあります。
　１月５日（日）～無くなり次第
終了。中央図書館・北図書館
（田村3−１２−５）・西図書館（山
下７６０−３）。１人１袋まで。
問　中央図書館☎︎３１−０４１５

美術館　冬の所蔵品展

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
絵
画福田美

み
蘭
らん
「見返り美人 鏡面群像図」

平成28年

袋
の
中
の
本
は
開
け
て

か
ら
の
お
楽
し
み
で
す

本の福袋を
貸し出します


